
 

 

「道路に設置する透光性遮音板の技術」に関する試験概要及び試験方法 

 

Ａ－１：音響性能 

（１）概要 

実製品（枠がついたもの）を対象に、遮音板が直接音を遮蔽する減音比を求める。 

（２）試験方法 

   ①試験は、側路伝搬をできるだけ小さくした実験室試験装置を使用して行う。 

②音響透過損失は、４００Ｈｚ及び１０００Ｈｚの帯域で測定する。 

 

   ※試験方法の詳細は、ＪＩＳ＿Ａ＿１４１６「実験室における建築部材の空気音遮 

断性能の測定方法」によるものとする。 

 

 

Ｂ－１：強度 

（１）概要 

   実製品（枠がついたもの）を対象に、遮音板の横断方向に作用する風荷重（橋梁部： 

2.0kN/m2 以上、土工部：1.5kN/m2 以上）に対する強度を求める。 

（２）試験方法 

   ①風荷重に相当する等分布載荷により、下記について確認する。 

・枠材、支柱からの透光部材の脱落の有無 

・透光部材の中心たわみ量確認 

 

※試験方法の詳細は、ＮＥＸＣＯ試験法９０１「遮音壁の強度試験方法」により確認 

を行う。 

 

    

Ｂ－２：耐衝撃性能 

（１）概要 

   実製品（枠がついたもの）を対象に、車両の積荷が遮音板へ衝突し、破損した場合 

の透光部材飛散状況を求める。 

（２）試験方法 

   ①遮音板に、加撃体（鉄球）で衝撃を与え、下記について測定する。 

・枠材、支柱からの透光部材の脱落の有無 

・遮音板の材料破片の飛散防止率（％） 

・遮音板の材料破片の破片最大重量（ｋｇ） 

 

※試験方法の詳細は、ＮＥＸＣＯ試験法９０２「遮音壁の耐衝撃性試験方法」によ 

るものとする。 

 

 

別紙－２－３ 



 

 

Ｂ－３：耐燃焼性能 

（１）概要 

   実製品（枠がついたもの）を対象に、車両火災時の遮音板の耐燃焼性能を求める。 

（２）試験方法 

①試験機は、規定された加熱温度と炉内圧力を満足できる加熱炉（壁用防耐火炉）を 

使用する。 

②加熱温度はＩＳＯ８３４-１に規定する標準時間温度曲線に従う。 

③加熱開始から終了（最大６０分間）の間に遮音板に現れる現象を約１ｍの距離か 

ら目視により観察する。 

 

 ※試験方法の詳細は、ＪＩＳ＿Ｒ＿３２０４「網入板ガラス及び線入板ガラス」加 

熱試験によるものとする。 

 

 

Ｂ－４：耐飛び石性能 

（１）概要 

   実製品を対象に、飛び石等の衝突に対する遮音板の性能を求める。 

（２）試験方法 

①小鋼球を高さ１ｍ（又は 0.5ｍ）×幅２ｍの実製品を使用した遮音板１枚に加撃 

する（合計６箇所／枚）。 

・枠材からの遮音板の脱落の有無を確認する。 

・打撃による損傷形態（打痕、クラック、ヘルツ破壊）を目視により判断する。 

 

   ※ＮＥＸＣＯ試験法９０８では遮音板を３枚使用し合否判定を行うが、今回は遮音 

板の性能を確認する事を目的としている為、試験は１枚とする。ただし、ひび割れ 

等不具合が生じた場合は、更に１枚を追加して、再試験を実施することが出来るも 

のとする。 

 

※試験方法の詳細は、ＮＥＸＣＯ試験法９０８「遮音壁の耐飛び石性試験方法」に 

よるものとする。（なお、ＮＥＸＣＯ試験法９０８では遮音板を３枚使用し合否判 

定を行うが、今回は遮音板の性能を確認する事を目的としている為、試験は１枚と 

する。ただし、ひび割れ等不具合が生じた場合は、更に１枚を追加して、再試験を 

実施することが出来るものとする。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ｃ－１：耐久性能（実験室光源暴露後の曇価測定） 

（１）概要 

   遮音部材を対象に、実験室光源暴露後の曇価（ヘーズ）を求める。 

 試験を行う部材形状、大きさ等の条件は、全ての開発者で同等となるように設定する。 

（２）試験方法 

①光源はキセノンアークランプとし、ディライトフィルタを用いる。放射照度は広帯 

域（300～400nm）：60±2Ｗ/㎡、ブラックスタンダード温度は 65±3℃、試験槽内 

温度は 38±3℃、試験槽内相対温度は 50±10％、暴露サイクルは照射 102 分後 18 

分照射及び水噴霧とし、試験体には裏当てを設置する状態で試験を行う。 

②試験体の大きさは縦 150mm×横 70mm とし、厚みは製品に合わせる。 

③照射時間は耐用年数を２０年と設定し、５，０００時間とする。 

④促進暴露試験後、曇価（ヘーズ）、全光線透過率を測定する。 

 

※試験方法の詳細は、下記によるものとする。 

促進暴露：ＪＩＳ＿Ｋ＿７３５０「ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ-実験室光源による暴露試験方法－ 

第 2 部：キセノンアークランプ」による促進暴露試験 

曇  価：ＪＩＳ＿Ｋ＿７１３６「ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ－透明材料のヘーズの求め方」 

 

Ｃ－２：耐久性能（実験室光源暴露後の黄色度測定） 

（１）概要 

   遮音部材を対象に、実験室光源暴露後の黄色度を求める。 

   試験を行う部材形状、大きさ等の条件は、全ての開発者で同等となるように設定する。 

（２）試験方法 

①光源はキセノンアークランプとし、ディライトフィルタを用いる。放射照度は広帯 

域（300～400nm）：60±2Ｗ/㎡、ブラックスタンダード温度は 65±3℃、試験槽内 

温度は 38±3℃、試験槽内相対温度は 50±10％、暴露サイクルは照射 102 分後 18 

分照射及び水噴霧とし、試験体には裏当てを設置する状態で試験を行う。 

②試験体の大きさは縦 150mm×横 70mm とし、厚みは製品に合わせる。 

③照射時間は耐用年数を２０年と設定し、５，０００時間とする。 

  ④試験片の色を測定し、三刺激値（ＸＹＺ）を求める。 

⑤測定方法は、刺激値直読方法又は分光測色方法による。測定した三刺激値（ＸＹＺ）

から、数式により黄色度（ＹＩ）を求める。 

 

※試験方法の詳細は、下記によるものとする。 

促進暴露：ＪＩＳ＿Ｋ＿７３５０「ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ-実験室光源による暴露試験方法－ 

第 2 部：キセノンアークランプ」による促進暴露試験 

黄 色 度：ＪＩＳ＿Ｋ＿７３７３「ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ－黄色度及び黄変度の求め方」 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ｄ－１：視認性能 

（１）概要 

   遮音部材を対象に、周辺住居の日照確保性、眺望の確保性、交通安全上の視認性の確 

保性を求める。 

 試験を行う部材形状、大きさ等の条件は、全ての開発者で同等となるように設定する。 

（２）試験方法 

①試験片の大きさは積分球の大きさが 150mm の場合、直径 50mm もしくは 60mm 

の円形又は一辺がこれと同じ長さの正方形とする。 

②試験片に光を当て、透過する光線のうち、平行成分と拡散成分すべてを含めた光線 

の透過率（全光線透過率：Ｔｔ）を求める。（周辺住居の日照確保性） 

   ③試験片に光を当て、透過する光線のうち、平行成分の光線の透過率（平行光線透過 

率：Ｔｈ）を求める。（眺望の確保性、交通安全上の視認性） 

 

※試験方法の詳細は、下記によるものとする。 

促進暴露  ：ＪＩＳ＿Ｋ＿７３５０「ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ-実験室光源による暴露試験方法－ 

第 2 部：キセノンアークランプ」による促進暴露試験 

全光線透過率：ＪＩＳ＿Ｋ＿７３６１－１「ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ－全光線透過率の試験方法－ 

第 1 部：シングルビーム法」による 


